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表紙の写真 

 市内で生産している新鮮で安心

な農作物の消費拡大や、生産者と

消費者の交流を目的とした「つる

がしま軽トラ市」が12月10日(土)

に市役所駐車場で行われました。

寒い冬の一日でしたが、会場はた

くさんの笑顔に溢れ、暖かな空気

に包まれていました。 

編集・発行  鶴ヶ島市農業委員会 

住所 鶴ヶ島市大字三ツ木 16番地１ 

      ☎ 049-271-1111（内線 222）  

 



                        

 
 

 

認
定
農
業
者
や
女
性
、
青
年 

 
 
 

農
業
者
の
積
極
的
な
登
用 

 

農
業
委
員
は
、
農
業
に
関
す
る
識
見

を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
、
そ
の
他
農
業
委
員
会
の
所
掌
に

属
す
る
事
項
を
適
切
に
行
う
方
か
ら
任

命
さ
れ
ま
す
。 

農
業
委
員
の
任
命
に
あ
た
っ
て
は
、

農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
担
い
手
の

意
見
が
農
業
委
員
会
の
運
営
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
原
則
と
し
て
認
定
農
業
者

が
農
業
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る
よ
う

に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
農
業
委
員
の
年
齢
や
性
別
等

に
著
し
い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す 

 

申
請
は
、
ご
本
人
の
応
募
、
ま
た
は

農
業
者
や
農
業
団
体
等
か
ら
の
推
薦
に

よ
り
ま
す
。 

業
務
内
容 

農
地
法
な
ど
の
許
認
可
業

務
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の

連
携
に
よ
る
現
場
活
動
等 

定
数 

９
人 

資
格 

農
業
に
識
見
の
あ
る
農
業
者
・

関
係
者
な
ど
、
ま
た
は
農
地
法
や
農
業

行
政
な
ど
に
精
通
し
農
業
員
会
の
所
掌

事
務
に
利
害
関
係
を
有
し
な
い
方 

任
期 

平
成
29
年
４
月
30
日
か
ら
３

年
間 

応
募
先
等 

平
成
29
年
１
月
18
日
㈬

ま
で
に
産
業
振
興
課
農
政
担
当
に
直
接

ま
た
は
郵
送
（
必
着
） 

 
 農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
設 

 

農
業
委
員
会
に
農
業
委
員
と
連
携

を
図
り
、
現
場
活
動
等
を
行
う
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
た
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。 

具
体
的
な
業
務
は
、
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
等
の
調
整
や
区
域
※
に
お
け
る
現

場
活
動
、
農
業
委
員
会
総
会
の
出
席
な

ど
、
農
業
委
員
と
の
連
携
に
よ
る
諸
活

動
と
な
り
ま
す
。 

 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を 

 
 
 
 
 
 

募
集
し
ま
す 

 

申
請
は
、
ご
本
人
の
応
募
、
ま
た
は

農
業
者
や
農
業
団
体
等
か
ら
の
推
薦
に

よ
り
ま
す
。 

定
数 

５
人 

資
格 

農
業
に
識
見
の
あ
る
農
業
者
・

農
業
関
係
者
な
ど 

任
期 

農
業
委
員
会
で
委
嘱
さ
れ
た
日

か
ら
農
業
委
員
の
任
期
満
了
日
ま
で 

応
募
先
等 

１
月
18
日
㈬
ま
で
に
農

業
委
員
会
事
務
局
に
直
接
ま
た
は
郵
送

（
必
着
） 

 

各
委
員
の
募
集
要
項
及
び
応
募
・
推

薦
に
必
要
な
書
類
は
産
業
振
興
課
、
農

業
委
員
会
事
務
局
窓
口
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。 

 
農
業
委
員
は
公
選
制
か
ら
選
任
制
へ
ー 

 
｢

農
業
委
員｣

･｢

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員｣

を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

募
集
し
ま
す 

  
 

 

平
成
28
年
４
月
１
日
に
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、 

従
来
か
ら
の
許
認
可
業
務
等
に
加
え
、
農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
集 

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
等)

が
重
要
な
事
務
と
し
て
位
置
づ 

け
ら
れ
ま
し
た
。「
農
業
委
員
」
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
選
挙
を
廃
止
し
、
市 

長
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
す
る
方
法
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員 

会
に
、
農
業
委
員
と
連
携
を
図
り
、
担
当
地
域
で
現
場
活
動
等
を
行
う
「
農
地
利
用
最 

適
化
推
進
委
員
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

農地利用最適化推進委員 

担当区域の名称※ 

①脚折 

➁高倉、高倉第二、 

 上・中・下新田、町屋

③三ツ木、太田ヶ谷 

➃藤金上・下、共栄 

⑤上広谷、五味ヶ谷、 

 富士見、鶴ケ丘、 

 松ヶ丘、南町 

 



                        

 

 

 

太
田
ヶ
谷
地
区
に
観
光 

 
 
 
 
 

い
ち
ご
農
園
を
開
設 

  

平
成
29
年
の
年
明
け
に
太
田
ヶ
谷

地
区
で
観
光
農
園
「
い
ち
ご
の
時
間
」
を

開
設
す
る
比
留
間
正
道
さ
ん
（
41
歳
）

は
、
妻
の
聡
子
さ
ん
と
と
も
に
花
と
野

菜
の
育
苗
と
販
売
を
営
み
な
が
ら
、

着
々
と
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
成
長
に
伴
い
農
業
経
営

の
規
模
拡
大
を
検
討
し
て
き
た
中
、
い 

            

ち
ご
の
観
光
農
園
と
し
た
の
は
、
苗
の

販
売
と
育
成
が
落
ち
着
く
時
期
に
携
わ

る
い
ち
ご
栽
培
が
事
業
計
画
的
に
効
率

的
で
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
衛
生
的

な
設
計
の
観
光
農
園
は
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
か
ら
で
す
。 

 

施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
経
営

改
善
に
必
要
な
資
金
を
低
い
利
率
で
借

り
受
け
ら
れ
る
「
近
代
化
資
金
制
度
」

を
活
用
し
ま
し
た
。 

 
 

 

青
年
農
業
者
を 

 
 
 
 

農
業
委
員
会
も
支
援 

  

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
農
業
委
員
会

も
支
援
。「
農
業
の
未
来
の
た
め
に
大
事

な
取
り
組
み
。
他
の
事
例
を
一
緒
に
視

察
に
行
こ
う
」
と
既
に
高
倉
地
区
で
い

ち
ご
を
栽
培
し
て
い
た
岡
野
正
志
さ
ん

（
42
歳
）
と
と
も
に
越
谷
市
の
い
ち
ご

生
産
者
組
合
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

「
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
が
青
年
農
業

者
を
応
援
し
て
く
れ
る
気
持
ち
を
嬉
し

く
感
じ
ま
し
た
」
と
比
留
間
さ
ん
は
語

り
ま
す
。 

 

関
越
道
・
圏
央
道
も
近
い 

交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
て 

 

開
園
を
控
え
た
観
光
農
園
は
、
圏
央

道
と
関
越
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
も
近
く
、
付
近
に
は
運
動
公
園
等
も

あ
っ
て
市
外
の
方
も
来
園
し
や
す
い
環

境
で
す
。「
農
業
を
通
じ
て
、
鶴
ヶ
島
を

活
性
化
さ
せ
る
な
ど
と
大
そ
れ
た
事
は

言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
観
光
農

園
の
開
設
が
、
市
の
観
光
の
起
爆
剤
と

な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
こ

こ
を
拠
点
に
農
業
者
仲
間
と
連
携
し
て
、

ま
ず
は
地
域
か
ら
鶴
ヶ
島
を
元
気
に
し

た
い
で
す
ね
」
と
、
聡
子
さ
ん
と
笑
み

を
浮
か
べ
ま
し
た
。 

        

 

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う 

 

農
業
者
年
金
制
度
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
年
金
制
度
に
は

な
い
５
つ
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

①
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式 

②
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
る 

③
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き 

④
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除 

⑤
保
険
料
に
国
の
補
助
制
度
が
あ
る 

資
料
請
求
・
お
問
合
せ
は
農
業
委
員
会

事
務
局
（
内
線
２
２
２
）
ま
で 

  

く
ら
し
に
役
に
立
つ
！

 

「
全
国
農
業
新
聞
」
の
購
読
を 

 

近
年
、
国
の
農
業
改
革
が
急
激
に
進

ん
で
い
ま
す
。
今
、
ど
ん
な
事
が
起
き

て
い
る
の
か
。
一
般
紙
や
テ
レ
ビ
等
で

は
報
道
さ
れ
な
い
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
、

新
し
い
作
物
品
種
や
栽
培
の
方
法
、
農

産
物
の
流
通
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
農
業
関

連
の
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

 

毎
週
金
曜
日
発
行
。
購
読
料
は
月
額

７
０
０
円
で
す
。
お
申
込
み
は
農
業
委

員
会
事
務
局
（
内
線
２
２
２
）
ま
で 

  夫婦二人三脚で開園準備 

｢
い
ち
ご｣

の
観
光
農
園
で
地
域
に
活
気
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
業
者
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す 

 
 
 
 
 

  
 

比留間正道さんと妻の聡子さん（太田ヶ谷） 



            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「農業懇談会」にご参加を！ 

    ～鶴ヶ島の農業を一緒に考えてみませんか～  

 

～ 

農
業
懇
談
会 

  

農
家
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
、
今
後

の
農
業
・
農
地
施
策
へ
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
「
農
業
懇
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時 

平
成
29
年
１
月
19
日
（
木
）

17
時
30
分
～ 

場
所 

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー 

主
な
内
容 

○
農
業
振
興
に
関
す
る
支
援 

農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
制
度
、

土
壌
診
断
測
定
器
貸
出
し
、青
年
就

農
給
付
金
な
ど 

○
農
地
の
活
用
に
関
す
る
支
援 

市
民
農
園
開
設
費
補
助
金
、農
地
バ

ン
ク
、
中
間
管
理
機
構
な
ど 

   

          

 

昨年の農業懇談会の様子 

   

          

        「サフラン」で鶴ヶ島を元気に 
 サフランは、古くから婦人病などに効く生薬として利用され、近年では記憶障害の回復が報告され 

るなど、健康への効果が明らかになっています。特産化に取り組み始めて３年目を迎え、栽培モデル農 

家も 18 戸に増え、生産量も増えています。11 月に収穫されたサフランは、今が旬で高倉の農産物直売セ 

ンターで販売しています。また市内外 10 店舗の飲食店でサフランを使用した料理等がメニュー 

化され、他にも化粧品や染物の原料にも利用されています。 

 注目度が高まっている鶴ヶ島サフラン、多くの栽培農家の参加をお待ちしています。    

 ★サフラン加工取扱店 

店 舗 名 商  品 

蔵王飯店 鶴ヶ島サフランの黄金スープ炒飯天使の海老添え ろ

いやるダック 

お菓子の店 ファリーヌ(本店・鶴ヶ島西口駅前店) クッキーほか サフランを使った焼き菓子 

処．コドコロ 鶴ヶ島黄金カレー 

Kenの厨房 シーフードのミラノ風リゾット 

Water.Ｓhip.Ⅽafe 本店 市内イベント出店時に限定商品を販売 

フレンチレストラン.オ・ラ・ラ ※要予約 コースに含まれる料理や自家製パンの一部 

串焼き 和居和居 ※要事前確認 鶴ヶ島サフラン肉焼きうどん（仮） 

やきとりＢＡＲ。ＨＩＢＩＫＩ＋.若葉店 サフランカクテル 

フラワーアレンジメント、クラフト教室 花 tan・tan サフランメシベと花びらを使った染め物 

スカーフ、布小物等 

ＧＲＩＬＬ.ＤＩＮＩＮＧ.ＳＯＵＪＹＵ（東京都新宿区）  鶴ヶ島サフランを使ったパルメザンフラン 

(株)フッカーコスメチックス（東京都板橋区） サフラン化粧品 

   ※ お店の詳細は、市ホームページの「サフランの特産化」、「サフランを味わおう！」に掲載 

    しています。 問合先 産業振興課農政担当（内線２３３） 


